
曼茶羅(Ina叫ala)
理解の一助に
一備忘ノートー

里見泰穏

I

本尊論資料に， 日朝口伝覚林坊日恒（覚林房二世・永正6年8月朔日

化・寿54才）の筆写として次の如くある。

。法華曼茶羅八葉九尊図穫難葉十尊事)日朝， 日恒尋申云十尊者如何，

仰云釈迦多宝迄十尊也故二八葉十尊云云

無量寿決定如来を首題ニスル意卜覚タリ

とあり，次いて観智儀軌を引き無段寿決定如来の真言をかかげ， これに二

三の意見が付されているo此れを詳しくするために，覚禅(1143-1212A

･D,嵯峨清凉寺の学匠，字は金胎房少納言阿闇梨嵯峨阿闇梨）の覚禅

紗及び，承澄(1205-1282A･D台密の学匠，極楽房，小川の僧正）の

阿娑縛抄を見る。

法華に関するものとしては，

覚禅紗には， 「法華法」 「法華法諸流」 「法華秘決」があり，阿娑縛抄

には「法華法」 「法華法日記」があり，又「無量寿決定如来」がある。覚

禅紗の「法華法」冒頭には，此の法は延命・滅罪・増益・息災のために修

する由の記がある。阿娑縛抄の「法華法」にも，「滅罪生善頓証菩提の為之

を修す可し」とある。覚禅紗・阿娑縛抄は共に事相を述べたものである。
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従って修法に要する用意を細かく述べている。阿娑縛抄の「法華法」の始

めに述べているのを見ると，幡24流（長3尺，赤黄）を始めとして，五宝

・五薬・五香・五穀・壇供米・御灯・壇敷布二端等を用意し，護摩壇所等

について記し，修僧についても，阿閣梨・伴僧・承仕・駈使・見丁等につ

いて規定を述べている。かくて本尊・曼茶羅を定めて， これに対して唱え

る真言について記すというのが大体の主意であり，それらについての諸説

口伝を集大成したものであるo

覚禅抄の「法華法」には，先づ釈迦文常に霊鷲山に在って三乗衆の為に

常に法華を説くと深く信じて無量寿決定如来の真言を諭して，一切有情如

来寿命を獲んと願うぺき由を述べてその真言をあげているのでその真言を

試訳してサンスクリット文法に合わせて見たい。覚禅紗「法華法諸流」に

は， 「薬王菩薩」 「勇施菩薩」 「毘沙門天王」 「持国天王」 「十羅刹女」

「普賢菩薩」等の陀羅尼があげられ， これに続いて,法華肝心真言があげ

られている。「法華肝心真言」は開目抄にも引かれている。この真言には，

訳が注記されているが， これも一応「無量寿決定如来の真言」と同様に，

できるだけ文法に合わせて手控を作っておきたい。覚禅紗の「法華法諸

流」に於ける，薬王菩薩・勇施菩薩・毘沙門天王・持国天王・十羅刹女・

普賢菩薩等の陀羅尼呪については「法華文化研究第4号」所収の「法華経

陀羅尼呪覚書（塚本啓祥）」に梵文諸本・漢訳の諸異訳・西蔵本の克明な

対照がなされている。

以下，覚禅紗「法華法｣の｢無量寿決定如来真言」覚禅紗「法華法諸流」

の「法華肝心真言」及び「法華法諸流」の画像の曼茶羅・種子曼茶羅の法

華曼茶羅をとり，その註記手控えを作っておきたい。
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Ⅱ

覚禅紗「法華法」の無量寿決定如来の真言は次の如くである。

次結定印｡講無量寿決定如来真言｡願一切有情獲如来寿命｡真言日。

イヰ孔て(Q"1 裂き イ唖同竹 副そぎ 寺 副1ct

鍵謨引阿肢哩碑鯵引欲枳嬢司合鍵尾顎室者二合也羅逝引捺羅二合也但他

征千 劃名札乱孔 耕 証て(Q蓮 否久到 労(碇イ副

引蕊践引也庵引薩聴僧宏塞迦司合I羅鍍哩球曹律駄達磨鼻音帝摩賀引鍵也

冠(Q可虻 牡 徒

破哩聴引餘Wi娑聴前合賀引 出軌

観智軌云｡行者毎日六時調此真言七遍・能延寿命｡能滅決定天雛讓雲寿
獲得 一 イ及以塀怠

悪業｡○身心軽安｡離諸謄沈o文

イヰ愛謨引 namo,namas,namahl/nam.動詞として,bend,

incline,bow,sumit,など, "C． d,9．支配o (aPraCtiCal

sanskritdictionarybymacdonell,p.136による｡)

namas泥． bow,obedience,

indeclinableとしてdativecaseと共に

孔て(Q"1乳阿破里稗修引欲

a-pari-mita-yu

a, negativeprefixun,

pari,"d".around,bully,quite,entirely

mita(perfectpassiveparticiple,)measured,

1/mameasure,meteout,markoff,

yu

（2”）



参考amitabha

amitayu｡

amitaprabha

amimnatha

amitayurjianaviniScayarajendra

(Mmk、 301.15;303.23;426,8byF・ EdgertonBuddhist

Hybridsamskritgrammardictionary)

Mmk=(arya-)mafijuSrimmlakalpa,ed. gapapatiSastri

ミイ枳嬢罰合鍵

jhana

knowledge,wisdom,intention,organofsensep

唖同竹己（ 尾額室者二合也

巳 ●D

vlnlscaya

decision, settlmg, fixing,

参考viniSci,todetermme,resolve,

ascertain,

そきき乱 羅逝引捺羅二合也

raiendraya

raja+indra+ya

（2”）



raja7"・ prince,kmg,chiefof,

mdra". chiefoftheVmicgods,chief,princeof,

indraya(denominative)(A)longforlndra,

参考mdrayuc. longingfOrmdra

indriyan.belongingtolndra,deartoIndra

籾． companionofmdra,

〃・ Indra'smight,organofsense,

1吋征千劃 但他引蕊鯵引也

tathagataya(dativecase)如来に。

tathagata力.′. faringorbehavmgthus,

soconditioned, such,

柳． aBuddha;aBuddhist,

namoaparimitayujrianaviniScaya

rajendrayatathagataya

無量寿智慧決定王如来に帰命し奉る。

亀 ロ奄

om,thesecretword,盤謨(namah,namas,namo)と同義に用い

られる。

法身・報身・応身の三身に配することもある。密教の代表句。略字

観がある。

awordofsolemnaffirmationandrespectfulassent, someti-

mestranslatedby$yes,verily, sobe it'andinthissense
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comparedwithamen;

itisplacedatthecommencementofmostHindnworks,and

asasacredexclamationmaybeuttered[butnotsoastobe

heardbyearsprofane]atthebeginnmgandendofareadmg

oftheVedasorpreviouslytoanyprayer;

itisalsoregardedasaparticleofauspicioussalutation[Ha-

n/] ;

omappearsfirstintheUpanishadsasamysticmonosyllable,

andistheresetfOrthastheobiectofprofOundrengiousme-

ditation, thehighestspiritualefficacybemgattributednot

onlytothewholeWordbutalsotothethreesoundsa,U,

m,ofwhichitconsistS; inlatertimesomisthemysticna-

mefortheHindntriadandrepresentstheunionofthethree

gods,viz.a(Vishpu),u(Siva),m(Brahma), (aSanshrit-

EnglishDictiouarybysirmoniermonier-williams)より抄出，

礼苅孔熱I 薩噸僧去塞迦訂合曜

sarvasuskara(総てよく正しく為された）

sarva+su+skara

sarvaa・ entire,whole,all,every,

suqd,good,well,indeed,right,very,

S11RknraをSl]knT｡aと見る

sInkaraa・ easilydone,

参考su=krita・ domggood,benevolent,righteous,

su-krita？2． gooddeed，meritoriousact， righteousness，

（2”）



virtue,moralmerit"

su-kritaP.'.welldone,made,executediwell-formed,

adorned,fine,

kriはupa,pari,sam,の後にskJ･iとなる。

覚禅紗の孔弓ISuSkZraに対し，阿娑縛抄無量寿命決定如来(阿

娑縛抄第52・大日本仏教全書阿娑縛抄第二）

には琉弓Iseskaraとある。

て(Q82 破哩秣駅否は阿娑縛抄の無量寿命決定如来にある真言に

より茜(ddha)と改めた。

pariSuddha零."ow". (完全情浄と訳す〕

pariguddhiメcomplete, purification,exoneration

参考sakhi (友)"7.

sakha零． 〃""i,

i叉はuにて終る形容詞は為，従，属，依の単及び属・依の両に於て

は此の中姓の語尾の外此に相当せる男姓の格の語尾を用いることを得

（荻原，実習梵語学60条）

Q割 達歴鼻音

dharma7",estabhishedorder,usage,mstitution,custom,rule,

duty,virtue,moralmerit,goodworks,right,justice,

law,

苛帝 彼，其’

te tadのneuter,dual,nominative,accusative,vocatiue,

（29＃）



masculine,plural,nomi・ voca・ feminine,dual,

O

nonll･ accus･ voca. ;

乳迂 イal 摩賀引嚢也

mahanaya

mah5

naya"． leading,conduct,

maha-nayaをvocativeに見て偉大な導師よと訳す。

参考

maha-nayaka,great leaderorchief, largecentralgemina

pearlnecklace,

て(Qが(T破哩聡引徐引

parivare

parivara"bcover,attendants,tram,retinue,侍者よ，随行者よ

と訳せるoPariVa頑/.と見るとparivareはvocativeと見られる。

荏碇娑嬬罰合賀引

svaha(indeclinable)

hail/,hailto,mayablessingreston.／

(withdative,anexclamationusedinmakmgoblationtothe

gods)

suandl/ah dur-ahaと比較，

ah, tosay, tospeak, toexmess, tocall,

（2”）



成就・吉祥などと訳す。真言の後につく常用語。

omsarvasuskaraParisuddhadharmatemahanayaparivare

Sv5ha

帰命す。一切善にして完全清浄なる法よ'彼の偉大なる導師よ。その

従随者よ。成就吉祥

と試訳しておく。

此の無孟寿決定如来とは多宝如来であるとか，釈迦報身であるとか，又

釈迦法身であるとか阿弥陀であるとか，いろいろの諸説があることを覚禅

紗「法華法」に記されている。これも注意しておくべきことだと思う。

又阿娑縛抄「無量寿命決定如来」 （大日本仏教全書阿娑縛抄第二）のな

かで，第七行法用意の事と題して次の如く述べている。。

第七行法用意事

禅定僧都法華次第奥云。問。無量寿命決定如来法。即是法華法歎。答。

有云。不然。彼如来真言。在此軌序分。故非法華法正宗。問。若爾。依

何修彼法。答。亦可任行者意楽也。云令

この註記もいろいろの点で考うべきものをもっていると思う。

Ⅲ

次に法華経肝心真言をあげ（覚禅紗・法華法諸流・大日本仏教全書覚

禅紗第二）多少の研討をしておきたい。二種の伝承があげられているの

でそのまま掲げる。
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o法花肝心真言

イヰ孔乳I豆劃汗 宅 孔錐 剣焚礼乱軋劃

鍵莫三曼多勃駄南帰命仏陀耶庵三身如来阿関阿示引暗悟悪入薩縛勃駄一切仏也

意 イ 礼そ 唾 J[征イ礼乱 Iそ筒 礼
ソキシュ アラキシャ ・ サ

枳嬢二合鍵知也娑乞萄二合毘耶見也誰々鍵娑縛如虚空性羅乞叉側離塵相也薩

Q" MQQ爪 孔オ 尋： 愈 可 雛 可寄
タヲマ

達摩正法也浮陀里迦白蓮花也薩駄覧経也惹入也昨週也鍍住也解歓喜也縛日羅堅固

〔そ封 社碇

羅乞叉鈴擁護也畔空無相無願也娑縛訶決定也｡小野真言集用之。

。同極秘密真言

廷懐云｡善無畏付金剛智｡ミ ミ ミ付不空。ミミ付一行阿閣梨｡云層

伝集三云｡付法如前｡此真言諦畢為法花経一部詞已了。

孔発 剣梨礼虻 夏否 意

鍵莫三曼多没駄南晦繍命三身阿闘阿読引暗噸入薩縛三3没駄仏繍二・
可 孔そ 図 』[JIT Iそ向孔Q久剥軋禿Q風

趣智作乞萄二合尾耶二合知見識《鍵性羅乞叉傭相薩哩妙達摩法浮陀哩迦白

孔さ“ 承え 可 、難

蓮花薩陀覧経惹入畔遍鍍住糾歓喜娑噸二合賀引

已上両本｡花蔵院集用之。

延懐云｡法花肝心真言結八葉印｡廻転心上頂散之｡伝教大師口決｡伝受露地

和尚｡云尽

namosamatabuddhamamorh

a(X) a(%) am(X)a#(")

sarvabuddhajhanasakgubyagaganasarvaraksanisaddharma

pundharikasutram ． ､ を J
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jahhUrilbamho#vajraraksamamhUmsvaha ノ

イヰ鍵莫

namonamas,namah南無（前出）

narnaSはgemtiveaccusativej.dativeを伴うoindeclmable@

動詞1/nam,

孔乳’三曼多

Samamはsamanta(礼乳烈）か？

samanta@. universal, complete,entire,

SRTna"はsarne,等しき ， 』

samataf. samenessof level,equanty, identity, (withinstr.

gen・ orcornp.）

豆郡邦上 勃駄南

buddhanamg.(属格）仏陀

namoに対して属格となっている。

宅庵

om namahと同義に用いられる。 ・

法・報・応三身を表わすこともある。前出。

孔発剣梨阿阿引暗悪

a, a, amah,

開示悟入に配する。その理由は後記する。

（”8）
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孔乱 薩縛

sarva". entire,whole,all,every

迂否 勃駄

buddha buddhah(〃郷."o"zi.)と見るべきか。

ミイ枳嬢製知と訳が付されている。

ifiana("e"te71knowledge, trueorsuperiorknowledge,wisdom,

intention, consciousness,

孔を画 娑乞葛毘耶

sakguvyi,orsakSavyi 見と訳が付されている。

sakshcJ・ IP． (sakshati)

saksha, havingeyes,sa-aksha

akgi(71e"彫γ,眼）の単・依はakgapi或はak"iはaksipi体・業

・呼の両数

sgkshatは α〃・ofsaksha

withtheeyes,withone'sowneyes,

evidently,clearly,

sakShin"2/" seeingwiththeeyes,

observing,wittnessmg,

sakshyawa/" visibleto,

evidence,attestation,

と見れば

（2”）
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saksabhyahはplural,dative,orablativecaseと見得る。そうす

れば,narnoと応じてdativecaseと見ることもできる。覚禅紗の「法

華法秘決」はsakgobhya礼審可となっている。

柾征イ識を鍵

gagana(orgagapa)7".thesky,atmosphere,

性，如虚奉性と訳が付されている。

鉦乱娑縛

sarva(此れは無い方がよいであろう｡)

ﾓﾓ飼羅乞叉ｲ蘭 相・離塵相と訳されている。

aklamlakganaと見得るか？

lakganaα・ indicatmg,expressing,

". mark, sign,

rak9ani羅乞叉傭に離塵相と訳がつけられているが， これはraksani

をraとk9aniとに分割して考えたのではないか。raをrajas(dust,

grainofdust,ponenofflowers,)と見kganiを動詞k9an(hurt,

wound,break)から来たと見て離塵と解したのではないかと想像され

る。

参考

●

rajas邦．

1． sky,air,atmosphere,

2． dust,grainofdust,ponenofflowers,

raja"z. dust,ponenofflowers,
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raj,ranjWrajya.

becoloured,groworbered, , Ⅷ

beexcited,becharmed,bedelighted.byj

beglad,

kgan(可唖)orkgan(可可）

〃.WP. kgan-o, -Uｩ… ‘

hurt,wound,break,

kgata'.'.1/kgan,hurt,wound,

kgati/・ injury,loss,harm,damage,destruction,

kgana"．knlmg,

ksapana".hurting,injuring,

ksanを男性名詞と見てkganiをlocativeと見得るか？

gaganarakganiを敢えてgaganalaksapaと見てgaganalaksaneと

locativeに見て「虚空の相に於ける」と解すれば，法華経虚空会を表わ

すとも考えられるが， これは伝統に反するだろう。 「性」と「相」と解

すれば,十如を想起するが，次前の四種阿字が所謂迩門広開三顕一の文

に相当するに対し， これは略開三に当る。

gaganarakganiは「小野真言集用之」としてあげられている法華肝心真

言は

gaganasarvarakSani(征征イ礼廿I奄圃，誠々典娑縛羅乞叉偏）と

あり， 「花蔵院集用之」としてあげられているものには

gaganarakganiとあり，覚禅紗の「法華法秘決」ではgaganasvarak-

§am(征征1稜Iそ”となっているが漢字の音表では「誠々鍵羅乞叉

（3〃）



側」となってSVaに当る音は無い。

孔久到 薩達摩

"dharmaこれは当然saddharma(礼萱到）とあるべきだろう。正法

と訳が付されている。

遡久Q瓜 浮陀里迦

pudharikaはpupdarika

白蓮華と訳が付されている。

孔さ 薩駄覧 経

sUtram sntra athread,yarn,

strmg, line,

sUtram,"e"彫γ泥α"i. qcc.

尋： 惹

jah jaは生, hは浬藥点，衆生を法界に入らしむる義

金剛鉤菩薩の種子，鉤召の義

嵐 畔

hmm,haは因縁，ロは三昧,mは空点

一切衆生を浬藥に入らしむ。菩提心の義，恐怖の義，

金剛索菩薩の種子，引入の義，遍の訳が付してある。

可 鍾
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bam, ba縛,m大空大空法界道場に縛住する義

留止の義，縛住ノ義，金剛蝋菩薩の種子，

能縛の義, 1/bandh縛する，繋ぐ

bandhana(7te"ter,""")縛繋，繩のban(bam)

無縛の義(baは縛,mは大空として）

難 解

hoh歓喜の義,ha歓喜，不生不滅の寂静浬藥に入って真の歓喜に入

るのでh(浬薬点）がある。

可手 縛日羅

vajra"."・ thunderbolt, adamant,diamond,mythicalweapon,

金剛，堅固ノ訳が付してある。

Iそ罰 羅乞叉鋪

rakgamam擁護の訳が付してある。

1/rakgrakga guard,protect,watch,takecareof,spare,

preserve,keep,save,

rakga".guarding,protecting,preserving,keeping,

rakSa/: protection, preservation,

rakgika”． guard,watchman,

rakgika/femaleguardorwatcher,

rakgapam protectng,guarding,watching,

擁護とだけ註してあるのを尊重すればr･aksamamをrak5anamと解し

たものか。

(”3）



X1/rako(羅乞叉Iそ）とmam(轄邦）に分け,rak§を一類動詞

とぷるとrakgaは命令法単数，二人称と承るo :maXnは一人称代名詞

単数madの業格と見れば,rak5amamは「われを守護し給え」とな

る。此の方が文法に合っている。

え 畔

hdm空・無相・無願の三解脱門の訳が付してある

牡疑 娑縛訶

svaha sv-aha(indeclinable)

(prob・ fr､5． suandl/ah;". dur-aha)

hail./hailto,mayablessmgreston./

(withdative,anexclamationusedinmakingoblationstothe

gods;)

ah, tosay,tospeak,toexpress,tocall(byname),

成就吉祥決定と訳される。

svahaをsu-adhaと見て， 「善く置くもの」 ， 「火中に供物を善く整

え置く神」を意味し火中に供物を捧げて呼びかける時の火神(agni)の

異称（栂尾祥雲曼茶羅乃研究より）。

adha, toplaceon,putdown,deposit,put,

四種阿字を開示悟入に配する理由については，次の「四種阿字配開示悟

入事」を「阿娑縛抄」から引いておく。

（阿娑縛抄第百八十七教相雑抄上〔大日本仏教全書阿娑縛抄第七〕 ）
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四種阿字配開示悟入事。

義釈云｡以刻阿字門故｡一切衆生本有仏知認謝見性｡如来以種咽縁為彼

浄除眼膜使開明｡故法花第一句云｡開仏知見｡使得清浄｡即是浄菩提心也。

既得浄菩提心｡当広示法界蔵中種這不思議境界｡令普現一切善知識｡遍学

一切諸度門｡故法華第二句云｡示仏知見｡即長発阿引字｡大悲万行義也。已

具大悲万行｡次以娑羅樹王花開敷智｡成大菩提｡故法花第三句云｡悟仏知

見｡即是剣暗字義也｡既成仏巳｡即以加持方便普門垂迩導利衆生｡若衆生了

知常住時｡如来衆迩都尽｡以元迩故｡名為入般浬藥｡故法華第四句云｡入仏

知見｡即是郵悪字門也｡字輪対如来方便智｡更有第五長声蓮悪引字門｡以無

別体故｡此中不説｡文

Ⅳ

大壇を設け受茶羅をかけ，本尊を定めて真言を唱えるわけであるが，そ

の曼茶羅に勧請する諸尊の形像について覚禅妙の「法華法」には次のよう

に述べている。勿論これは尊容妙阿娑縛抄曼茶羅集等と共に観智儀軌

威儀形色経の流れをくむものである。この儀軌形色経は法華経宝塔品の意

を中心にしたものである。その間の配置・儀相等に多少の異りはあるが今

は覚禅紗を出す。

曼茶羅事

観智軌云｡其壇三重｡当中内院画八葉蓮花｡於花胎上置準都婆塔｡於其塔中

画釈迦多宝同座而坐｡塔門西開。於八葉上従東北隅為首。右旋布列安八

大菩薩｡初弥勒｡次文殊｡薬王｡妙音｡常精進｡元尽意｡観音｡普賢菩薩。中院

四隅初東北置摩訶迦葉｡東南須菩提｡西南舎利弗｡西北大目樋蓮｡次於第二
門イ

院東門置錬菩薩。南門鈴菩薩。塔前○鈎菩薩。北門索菩薩。東門北得大

勢｡門南置宝手菩薩｡南門東宝瞳菩薩｡西星宿王菩薩｡西門南宝月菩薩｡北
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満月菩薩｡北門西勇施菩薩｡東置一切儀蕊成就菩薩｡東北隅花菩薩｡東南

灯菩薩｡西南塗香菩薩｡西北焼香菩薩｡次於第三院東門持国天王｡南門毘楼

勒叉天｡西門毘楼転叉｡北門置毘沙門天王｡東門北大梵天｡南天謬箪偶帝

釈｡南門東大自在｡西難陀龍王｡西門南妙法緊那羅王｡北楽音乾悶婆王｡北
金剛イ

門西羅眠阿修羅王｡東置如意迦楼羅王｡東北聖烏葛沙摩○東南聖軍茶利。
飯イ

西南聖不動尊｡西北置聖降三世金剛｡於壇四面画飲食界道云逼

更に覚禅紗の「法華法諸流」では，諸尊像の形像儀相を詳しく述べてい

る。更に，画像で現わされた大曼陀羅とも称すべき法華曼茶羅，及び諸尊

をその梵字種子で現わした法曼茶羅（種子曼茶羅）が付されていて一目瞭

然であるので次頁にかかげる。

阿娑縛抄の「法華法」にも絵像と種子の曼茶羅がある。図像に見るよう

に法華曼茶羅は内院と第二院。第三院の三重からなり，内院は八葉蓮華を

画がき花台上に都波塔を置き塔内に釈迦牟尼如来・多宝如来同座し，塔

門は西に開き，八葉蓮華上には東北隅よりの弥勒菩薩を首とし文殊・薬王

と右旋布列して八大菩薩を安置する｡･第二院では金剛鍵菩薩を始め，十六

の菩薩，第三院には持国天王以下龍王，明王等の十六尊を安置している。

内院の塔中の二仏同坐の左右について，阿娑縛抄の「法華法」では二通

りを挙げている。

(1)には釈迦は右，多宝は左

(2)には釈迦は左，多宝は右

(1)の形は，多宝は禅定に入るが如しで尊である故に左であり釈迦は説法主

であり智であるので右であると云う。両手のうち左の手は定であり，右の

手は慧であると云うに応ずるのであろう。 。
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(2)の形は，多宝は， もとより塔中に在ったのであり，釈迦は後から塔に入

って坐すのであるから，云わぱ客人であるから左に坐せしめるというので

ある。世間でも左を以って上禧とするのでこれに准じて，饗応の意味で釈

迦が左に坐すという。

又この釈迦・多宝は両部の大日を表はすという。釈迦は胎蔵界の大日，

多宝は金剛界の大日を表わすともいう。二仏竝坐の宝塔の全体を大日と考

える思想があるからであろう。

阿娑縛抄「法華法」には「法華古本塁茶羅。塔中一仏。法界定印也。一

仏智拳印有之。此以両界当法華経本迩二門意也」とも言っている。

（317）
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法華曼茶羅の中台は胎蔵界であり，第二院，第三院は金剛界だと言われ

るが， この中台内院の八葉蓮華上の菩薩が何故選ばれたか，又内院の四偶

に四大声聞が何故配せられているかについての解説は興味のあることであ

るo

八葉菩薩については，弥勒・文殊は法華経序品に於て問答した因縁があ

り，薬王・妙音･観音・普賢・は一品の大将であり，常精進・無尽意・普
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賢もそれぞれ理由をあげているがこれらは所謂迩化の菩薩であり，本化の

菩薩ではない。寿量品の久遠義や宝塔には関心が払われるが，地湧の菩薩

には殆んど言及されない。法華受茶羅には全く姿を見せない。

曼茶羅内院に四大声聞を配する。

即東北偶に摩訶迦葉・東南偶に須菩提・南西偶に舎利弗・西北偶に阿難

（阿娑縛抄では目連）を配するがこれについて，第二院に菩薩が配される

のに声聞が何故内院四偶に居るのかという疑問に対して答えるのであるそ

の答えを列記すると，

（1） 四大声聞，中央の四偶に居すは四賢瓶の故に

（2）我等今日真の声聞，仏道の声を以って一切に聞かしめる。此の故に

内に置く

（3）親しく身を以って生身の仏に随従して之を安ずるのは声聞であるか

ら仏に近く内院に配する。

（4）華厳・般若等の爾前の教では声聞は廃種の二乗と簡ばれたが，今法

華の時に作仏の記別を受けたので，位已に仏に同ずる。故に仏に近

く内院に置く。

（5）衆を列するのに三種の仕方がある。

（－)は声聞一菩薩一凡夫

（。には，菩薩一声聞一凡夫（大より数える）

（三)には，凡夫一声聞一菩薩（小より数える）

以上の三種の列し方があるが,口, (三)でなく何故Hの如く列するか。

その答，声聞は心に智断を具し形は威儀を備えた比丘の姿であり，

心形ともに勝れている。故に前に列する。

菩薩は心は道に会すと錐も形に定まれる方なく，或は道，或は俗で

ある。則ち心勝形劣である。故に第二に列する。凡夫は形心両なが
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‘ ら劣である。故に第三に配する。

四大声聞を内院に配する理由を阿娑縛抄，覚禅紗を併せながら述べたので

ある。
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